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で与えられる｡ 但 し, Uは着目した界面上の点の法線速度,Ilは運動係数,Kは曲率である.
界面が入り組んで存在する時には,弘一場 (その零点が界面の位置を与える関数 )を導入する
ことによって,上式を近似的に解 くことができる4.)u一場は拡散方程式
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中部大･工 宮 島 佐 介
ブランダイス大 小田垣 孝
準結晶とは結晶の特徴である周期性が欠けている結晶群で, D.Schechtmanetal.伊hys.
Rev.Letter53(1984)1951)により発見された｡準結晶には非周期性の他に局所的な5回対
称性とグローバルな10回対称性が見られる｡即ち,X線回折像には,美しい10回対称のスポ
ットが得られている｡この様な対称性をもつ 2次元版の格子として,上記の発見以前に2種類
の基本格子 (太い菱形と細い菱形 )の組み合せにより,非周期格子の得られることが,ペンロ
ーズにより示されていた｡最近このペンローズ格子の3次元-の拡張が小川,その他の人達に
より調べられている｡
籾て,この準結晶の特異性がいろいろな新しい現象をもたらすのではないかとの期待のもと
に,物性測定がなされているが,大体において Amorphousと類似の結果が得られているに過
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